児童養護理論・実践・政策の関係についての一考察－戦時下ならびに戦争直後における実践の変質から－ by 片岡 志保
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　ところで，養護施設は 1942年に全国に 117の施設（取扱児童数 9700名）があったが終戦時









































































































































































































　浦辺は 1947年 4月から 6月にフラナガン神父が来日したことに触れ，「（フラナガン神父の）
助言はわが国養護事業推進に一役かった」（浦辺 1977）と述べている 16）．ラジオドラマ「鐘の鳴


















































































































































月 22日）が正しいと考えられる．（文部科学省 HP参考 http://www.mext.go.jp/b_menu/hakusho/
html/others/detail/1317940.htm 2015年 8月 16日閲覧）














17）CIE民間情報教育局（Civil information on and Education Section）は GHQの正式な発足に先立つ
1945年 9月 22日に日本と朝鮮（韓国）の広報，教育，宗教その他の社会学的問題に関する施策につい
て最高司令官に助言するために米太平洋陸軍総司令部（GHQ/USAFPAC）の専門部として設置され，
同年 10月 2日に GHQ/SCAPに移管された（SCAP一般命令第 4号）．CIEは教育全般・教育関係者の
適格審査・各種メディア・芸術・宗教・世論調査・文化保護財等，教育及び文化に関する極めて広範囲
にわたる諸改革を指導し，監督した（国立国会図書館リサーチナビ）．
18）『養育院百年史』の編纂に携わった林千代は「戦後，保護者を失った戦争孤児を，国は助けてなんてく
れませんでした」と語っている（大田他 2015：15）．
19）戦争によって「浮浪児」となった孤児たちが，どのようにして生きてこなければならなかったかとい
うことは石井の著書などに詳しい（石井 2014）．
20）この点について永岡は，戦後社会福祉思想の前提を考える上で重要な問題とした戦時厚生事業の思想
的展開に対する論点のひとつとしている（永岡 2002）．
21）片岡は高度経済成長期において実践者のソーシャルアクションが政策主体の子どもに対する認識を変
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化させたことを指摘した（片岡 2013）．
22）「子供の貧困対策に関する大綱」閣議決定（2014年 8月 29日），「子供の未来応援国民運動」趣意書採
択（2015年 4月 2日），「子供の貧困対策　子供の未来応援プロジェクト」子供の未来応援基金開始
（2015年 10月 1日）など枚挙に暇がない．
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